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「自ら進んで学び、
協働して考えを深める

生徒の育成」

盛岡市立城東中学校



本日の発表内容

１ 本校の概要
２ 令和６年度の実践
３ 研究主題について
４ 令和７年度の実践
５ 成果と課題



１ 本校の概要 １
（１）生徒

・全校生徒173名（令和７年12月現在）
（男子69名、女子104名）

・学級数・・各学年２、特別支援学級２
合計８学級



１ 本校の概要 ２
（２）学区内小学校

・城南小学校、山王小学校
（３）校訓:きびしき自己を錬（きた）えなん
（４）めざす生徒像
【知】自ら進んで学び、考えを深める生徒
【徳】自分に誇りをもち、自他を大切にする生徒
【体】自己を鍛え、たくましく生き抜く生徒



２ 令和６年度の実践

（１）令和６年度の研究主題

「伸び伸びと自己を表現し、
課題に粘り強く取り組むことの

できる生徒の育成」



２ 令和６年度の実践
（２）当時の課題意識（校内研・学調質問紙など）
・難しい問題をやろうとする前にあきらめる
・集中できる時間が少ない
・学習規律が整っていない
・授業でのICTの活用が少ない

粘り強く取り組む力、前向きに取
り組もうとする力を育てたい。



２ 令和６年度の実践
（３）授業研究会１（音楽科）

「リズムアンサンブルの制作」
・学習シートの工夫
・グループ活動の工夫
→生徒同士の支えあい



２ 令和６年度の実践
（４）授業研究会２（国語科）
「兼好法師のものの見方や考え方をまとめる
（徒然草）」
・導入・展開の工夫（レベル別の選択式課題）
・個別解決の時間の確保

課題を早くあきらめがちな、苦手であろう生徒も、
最後まで意欲をもって取り組めた。



２ 令和６年度の実践
（５）生徒会の取組
・応援活動の活性化
・目安箱投稿への積極的返答
・体育館ありがとう集会（全校レク）

学校への所属感、仲間意識が高まる

m00007865
取り消し線



２ 令和６年度の実践
（６）学力向上にむけた取組（３学期）
・振り返りタイム
→ 生活記録ノートに１日の学習を記入し振り返る

・ねばねばタイム
→期末テスト前の３日間
放課後２０分の教えあい学習



２ 令和６年度の実践
（７）令和６年度のまとめ
生徒が学習を粘り強く取り組むためには、適切に生徒が

つまずきを乗り越えられるような手立てが必要であると考
える。研究授業では、グループ活動や課題の選択などの手
立てを組んでおこない、有効であった。３学期に行った放
課後学習では、生徒同士が協力して学習する時間を設定す
ることで、つまずきを乗り越えようと意欲的に取り組む場
面が多くみられた。

令和７年度は「協働的な学び」に着目する。



３ 研究主題

「自ら進んで学び、
協働して考えを深める

生徒の育成」



３ 研究主題について
（１）本校のめざす生徒像と育成すべき資質能力

（本校学校経営概要より）



３ 研究主題について

（２）協働する目的

個人の力だけでは解決できない課題について、
複数人で取り組むことによって、新たな気付きを
得て、生徒自身の考えが深まることを目的とする。



３ 研究主題について
（３）生徒の状況をふまえての目標設定

授業で自分の考えを深めたり、広げたりしている
児童、生徒の割合（積極的回答）

令和６年度全国学力調査（３年）・・・８４％
令和６年度県学力調査 （２年）・・・６０％

令和７年度目標（全校アンケート） ８０％



３ 研究主題について
（４）教職員全体で取り組むこと

① 校内研究会で教科ごとの取組の実践交流、相談を
行う。

② 授業の課題解決、または、まとめ場面で協働的な
学びの場を意識して設定する。

③ 授業や単元のまとまりごとの振り返りにおいて、
生徒が自分の考えが深まった点を記述させたり、
口頭で発表させたりする。



４ 令和７年度の実践
（１）協働的な学習についての実践交流

教科 実践で意識していること
国語 ・協働の様々な形態 ・意見が分かれる課題に対する協働、簡単に答えられない課題に対する協働、つまづきを確認するための協働

数学 ・個人で解き、ある程度時間がたったら班の活動にする。わからない問題では立ち歩きOKで聞きに行く。
・「個」→「共有」→「個」の流れ。
・ICT（PDF）でプリントを配布し、提出させて共有化。

社会 ・ペア活動、グループ活動を多く取り入れ、答えを見つける活動ではなく、「なぜ」を考える活動や自分の考えを交換する活動

英語 ・ペア、グループで活動を行う際に目的を生徒と共有化。

理科 ・事前実験（演示）からわかることを共有（班で話し合い）、実際に実験をして話し合い。正しい結果を見て、個人で考察を修正。

音楽 ・班を主体に話し合い、意見をまとめて発表する。

美術 ・アイディアスケッチについて、お互いのアイディアについての良さやさらに良くするための話し合い。
・１年の「色の学習」で彩色した際に２～３人で一枚の画用紙を彩色。少人数で話し合いながら色を作った。（共同制作）
・評価の面で課題があったため、今年は「個」で彩色とした。

保健体育 ・自分の感覚と実際のずれや習得しきれていないコツを、他者との協働で修正したり深めたりしてい
る。

・ペアを作り指定した技に取り組む演技を撮影。お互いにアドバイスしあう。
技術家庭 ・展開の工夫 「個」→「個の調べ」→「話し合い、共有」→「個の深まり」

・集団の組み方 出席状況で３～４人のグループを組んでいる。



４ 令和７年度の実践
（２）生徒の具体の姿についての意見交流・学習場面ごとの整理

学習場面 生徒の具体の姿 教師の手立ての例
A 課題をつかむ場面 ・既習事項を振り返り、学習課題を把握（理解）し

ている。
・導入の工夫
・教材の精選
・既習事項・課題解決の手立て（見通し）を確認

B 知識・技能を
身につける場面

・仲間と一緒に問題に取り組んだり、技能や知識を
習得、発想したりしている。

・ペア等での問題練習や技能練習をする
・ミニティーチャー

C 自力解決、
個の調べ学習の場面

・自分の考えをもち、相手に伝える準備をしている
・根拠をもって、理由を言える。

・個別解決の時間を確保。
・自分の考えを持つ、自分の考えを表現する活動
（文字や図で表す、話す、動作、演技を見せる）

D 共有する場面 ・相手から伝えられた事を受け止める。
・相手の考え、演技、技能について、自分の感じた
ことを伝える。
・（本校の経営の基本方針）相手の考えを理解し、
調整・整理できる。

・疑問点を質問、意見を交換、考えを比べる等をし
て、考えを見直し、深める協働活動（主に課題解決
の場面）
・班の話し合いでまとめた意見を発表。
・相手の考えや演技、作品にアドバイス。
・グループで意見を交流する

E 個が深める場面 ・他の人の考えと自分の考えとを比べ、広げている。
・（本校の経営の基本方針）物事を多面的にとらえ、
比較、振り返りができる。

・個別解決の時間の確保
・課題のまとめを書く、または表現する。
・振り返りを書く

F 考えを広げる場面 ・新しい思考や判断の仕方を身につける
・新たな考えや発想で学習を継続していきたいと思
う。

・アイディアの出しあい
・ブレーンストーミング



４ 令和７年度の実践
（３）教科の実践

・授業研（数学・社会）
・互見授業 （一人一授業）
・単元内自由進度学習の取組
（数学、盛岡市教育研究所との連携）

→実践事例を紹介



４ 令和７年度の実践（数学）

授業研究会１（１学年数学・１次関数）
【目標】
１次関数のグラフを、切片と傾きをもとに
かく方法を説明することができる。

表・式・グラフを相互に関連付けて考え、
説明することができる。



４ 令和７年度の実践（数学）

☆生徒の具体の姿にせまる手立て
B（知識・技能を身につける場面）
→問題演習の際に、先に正解した生徒が
ミニティーチャーとして教える。

D（共有する場面）
→１次関数のグラフを簡単に書くためにはどのようにすればよい
か説明するため、グループで考えを交流する。



４ 令和７年度の実践（数学）
☆成果や課題

・前時の復習をロイロノートのゲームモード（クイズ機能）を使った導入が効果的であった。

・B（知識・技能を身につける場面）では、ミニティーチャーにより、数学が苦手な生徒が教えても
らいながら、最後まで取り組むことができた。

・本時で子どもたちに何を考えさせるのかをさらに吟味するとよい（思考する場面）

・ビフォー、アフターの変化を可視化させたい（できるようになった・深まった）



４ 令和７年度の実践（数学）
☆表・式・グラフを相互に関連付けて考え、説明することができる。（生徒の提出シートより）
あいまい、抽象的な説明 手順等を示し、洗練された説明



４ 令和７年度の実践（社会）
授業研究会２（２学年社会 地理・近畿地方）
【目標】
京都では街並み保全（町屋改修）と、人々の住
みやすさ（マンション建設）のうち、どちらを
優先に考えたほうがよりよいのか、自分の考え
を持ち、多面的・多角的に考察し、表現する。

近畿地方について、課題を主体的に追求しよう
としている。



４ 令和７年度の実践（社会）

☆生徒の具体の姿にせまる手立て
・A（課題設定の場面）
→現代社会の課題であり、答えが決まっていない問いを考える

・C（自力解決の場面）自分の意見を持つ
→補助プリント資料を根拠とし、自分の意見をもつ

・D（共有する場面） 考えを広げる
→自由交流でほかの人に考えを伝える、他の人の考えを聞く



４ 令和７年度の実践（社会）
☆成果や課題

・ A（課題設定の場面） → 実際のニュース動画を活用し、生徒の意欲が高まった。

・ C（自力解決の場面） → 様々な立場の人の考えを示すことで、多面的・多角的に意見
を組み立てることができた。

・ D（共有する場面） 　   →   今回は自由交流だったが、別の共有方法も考えられる。
   適切なグループ分けで、同じ考えの人同士で考えを深めた
うえでの交流など。

・考えが深まったかどうかは「振り返り」で見取る。最初の考えと変わったのか、考えが
変わらなかったのかなどの視点で、記述量も大事。



４ 令和７年度の実践（社会）
考えを深めた振り返りの例

〇〇



４ 令和７年度の実践（互見授業・各教科）

〇 共通実践
・学習場面による「生徒の具体の姿」
「教師の手立ての例」を意識した実践



４ 令和７年度の実践（互見授業・各教科）
〇 共通実践を振り返って
・学習場面を意識しての授業としたため教科、単元など
の特徴を生かした実践となり、研究を深めることにつな
がった。
・どの教科でもPCの活用を意識したことで、生徒のPCの
取り扱いがスムーズになってきている。
・教員の研究内容の理解と他の教員の授業からの学びが
できた。



４ 令和７年度の実践（数学・単元内自由進度学習の取組について）



実現の手立て 単元内自由進度学習



１．自由進度学習の捉え
今回の実践をするに当たり、自由進度学習とは何かに

ついて、参考文献をもとにまとめてみました。
昨今の自由進度学習の実践は２つに分かれているとの

ことです。



それぞれにメリット・デメリットがある

第一の方法をとりつつも、ここに『学び合い』の
場面を取り入れた自由進度学習を実践

『学び合い』『教え合い』の場面を設定



教師の思いや願い、
身につけてほしい
力について伝える。

授業の進め方を
確認する

進め方の
目安を提示

・学習計画を
立てる

・振り返る



振り返りの例



３．成果と課題
～成果～
○指示がなくとも、どんどん学習を進める生徒が増えた。
○以前ならば、全くわからず手出ししなかった生徒も、友人を頼りに学習を進め
る姿が多く見られるようになった。
○ 互いに「知識を出し合い、教え合う」が当たり前になった。
～課題と今後への提言～
●取組を始める時期
● 見通しを持つことができる具体的な課題設定や学習の手立ての構築
● 学習計画の立て方
・学習計画のスモールステップ化 ・一斉指導授業と自由進度学習の組み合わせ
● 生徒同士・教師と生徒の間の人間関係作り

＜参考・引用文献＞
・中学校学習指導要領解説総則編（平成２９年告示）文部科学省
・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料国立教育政策研究所
・令和７年度岩手県学校教育指導指針岩手県教育委員会
・西川純「『学び合い』でできる!今日からはじめる自由進度学習 学陽書房
・松﨑大輔中学校数学生徒の自律と自立を促す単元内自由進度学習 明治図書



４ 令和７年度の実践
（４）生徒アンケート（１０月）より①



４ 令和７年度の実践
（５）生徒アンケート（１０月）より②
「ペア学習、グループ学習などの協働的な学習について」
〇生徒が感じているプラス面
・「安心 → 分かる → 広がる → 楽しい → やる気」 という好循環の形成
・発言しやすい心理的安全性、互いに教え合える環境、考えが深まる学びの広
がり、学習意欲の向上など。

〇生徒が感じているマイナス面
・発言しにくい環境:グループ内で意見を言いづらく、発言機会が少ない。
・騒がしくなる :グループ内で私語があり、学習に集中できなくなる。



５ 成果と課題
「成果」
・生徒は協働的な学習に前向きに取り組んでおり、考えが深まって
いると認知している生徒が増えている。
・「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」を目指す考え
のもと、「個」→「協働」→「個」という学習の流れを意識して単
元を組むことを各教科で意識して取り組んでいる。
・実践交流により、他教科の工夫を自分の教科の実践に生かしてい
る。

「課題」
・研究主題に迫るための副題の設け方について
本校で目指したい生徒の姿（場面）の中で、特に力を入れて共通

で取り組む内容を検討する。




